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　　来年の税金はこうなります！

2011年度税制改正大綱が決定しました。
12月16日、民主党政権下で2度目の税制改正大綱が閣議決定されました。
こども手当の財源確保のため、所得控除や相続税の見直しなど、個人に
ついては増税、一方、企業には減税という改正になりました。
[image: image16.wmf]今回は、主な項目を掲載します。気になる点は、
お気軽に担当者にお尋ね下さい。
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法人税
◎法人税の基本税率を現行の30% ⇒ 25.5%に引き下げ（課税所得800万円超）
◎減価償却制度について、定率法の償却率を定額法の2.5倍 ⇒ 2.0倍に縮小

◎欠損金の繰越控除制度について、中小法人等の場合を除き、控除限度額を繰越控除前の所得金額の100分の80に制限。欠損金の繰越期間を7年 ⇒ 9年に延長

◎一般の寄付金の損金算入限度額を現行の2分の1に引き下げ
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中小企業税制
◎軽減税率について、現行の特例による税率を3年間の措置として18% ⇒ 15%に、現行の本則税率を22% ⇒19% に引き下げ（課税所得800万円以下）
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平成23年4月1日以後開始事業年度より適用
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雇用促進税制

◎当該年度中に従業員のうち雇用保険一般被保険者の数を10%以上かつ5人以上
（中小企業者等は2人以上）増加させる等の要件を満たす場合、増加1人当たり
20万円の税額控除ができる制度の創設
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　　 所得税
◎給与収入1,500万円超の給与所得控除の上限245万円、会社役員の高額
役員報酬は、さらに最大2分の１まで圧縮

◎勤続5年以下の法人役員の退職金について、2分の１課税の廃止

◎成年扶養控除について

①年収568万(所得400万)以下の者は扶養控除適用
②学生、障害者、65歳以上70歳未満の者は、引き続き扶養控除の対象
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③上記以外の場合は、控除廃止

◎配偶者控除･･･今後見直し

◎更正の請求を行う事ができる期間を1年⇒5年に延長
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相続税
◎基礎控除を『3,000万＋600万×法定相続人数』へ引き下げ

　　　　※　現行：5,000万円＋1,000万×法定相続人数

◎最高税率を50% ⇒ 55%へ引き上げ
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これにより、相続税の課税対象件数割合は、約4% ⇒ 6%に増加すると
言われています。単純に計算すると、相続税申告対象者が1.5倍に増加
するという事です。
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贈与税
◎相続時精算課税制度について、受贈者に20歳以上の孫を追加
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◎贈与者の年齢要件を60歳に緩和
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住民税（個人）
◎成年扶養控除については、所得税と同様

◎退職所得に係る個人住民税の10%税額控除の廃止
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中小企業の貸し付け条件変更の実態
金融庁が中小企業金融円滑化法に基づく貸出条件の変更状況の速報値を発表。

同法の施行日（Ｈ21,12,4）から今年9月末までに債務者が中小企業である場合の申込件数は約111万件に達し、うち、条件変更が実行された件数が約９８万件で、申込に対する実行割合が９７％強に達しています。金利減免や返済の減額及び猶予を申し込むと、ほとんどの案件で要求が通るという実態になっているのです。

この申込件数は、金融機関側へ条件変更の依頼があった件数であり、申し込んだ社数は不明です。１社が２行の金融機関へ変更の申込をしていれば、社数は約50万社を超えると推察されます。国税庁によれば、全法人約２８０万社の７割強が赤字法人とされているので、
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 その意味では、これから来年にかけて条件変更を求める中小企業は
もっと増加するかもしれません。早めの財務計画、資金予測の立案を
企業は必要とされています。
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　印紙税と税務調査
　税務調査では、収入印紙の貼りモレ、金額のミスなどを指摘される
事があります。そして、それは非常に損になるのです。

　印紙税の貼りモレなどを否認されると、「過怠税」という税金を取られます。
この過怠税は「本来の印紙税＋その１０％」、または「本来の印紙税＋その２０0％」
となります。

　この過怠税は経費になりません。ここで注意すべきポイントがあります。つまり、元々貼るべきだった収入印紙の額も過怠税に入ってしまうのです。

　元々きちんと貼ってあれば経費になったのに、もったいないですよね･･･。特に不動産業や金融業などは契約書も多い業種で、収入印紙の金額も大きくなりがちです。場合によっては、
びっくりするような額になることもあります。ご注意下さい！
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年末のごあいさつ


宮崎税務会計事務所





熊本市新大江１丁目１５番４号


T E L		096-366-2231


ＦＡＸ　　　　096-366-2236	


Email：� HYPERLINK "mailto:t-miyazaki@tax1988.jp" ��t-miyazaki@tax1988.jp�


H  P : http://www.miyazaki-zeimu.com/


   





2010年の日本経済は、日本航空の破綻から始まり、トヨタリコール問題、円高の進行、


雇用情勢の悪化、個人消費の低迷等々、やはりデフレ経済からの脱出は困難な状況で、


来年もしばらくは厳しい状況が続くと思われます。また、政治状況も不安定で、来年の


予算成立がどのような形で落ち着くのか不透明な状況です。


こうした経済環境の中、私どもは、皆様の発展の為に、事務所の経営理念である、


①社会貢献、②奉仕の精神、③自己研鑽、の3点を肝に銘じ、税務や会計を中心とした


情報発信地としての役割を十分認識し、職員一人一人が熱い想いをもって、お客様の問題解決に全力で取組む所存です。


最後になりますが、皆様方には今年も大変お世話になり、深く感謝致しますとともに、


2011年が皆様方にとって素晴らしい年であることを祈念して、2010年の最後の挨拶と


させて頂きます。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　長　　宮崎　信一郎





・2011年度税制改正大綱


・貸付条件変更の実態　など


・年末のご挨拶


・事務所からのお知らせ





今年は新生活スタートの年でした。


体調を崩すことも多かったので、


来年は家族全員元気に過ごしたい


です。　　　　　　　　　　　　　　三浦





松山





卑弥呼





ヘレンケラ－？





善徳女王





勝 海舟





宮沢 賢治





持統天皇





2011年は年女。


昔話『うさぎとカメ』の残念なストーリーにならないよう地道にがんばります。伊藤





加藤 清正





今年も残すとこ、あと少しとなりました。


来年は、今以上に成長できるよう、


いろんなことに取り組んでいきたいと


思います。　　　　　　　　　　　　　中村





松山





先行き不透明な時代に対し、希望の光を願いつつ、剛い精神力を持ち、乗り越えていきたいと思います。今年一年間、お世話に


なりました。　　　　　　山口





この１年少しは成長できたのか？自問自答の日々ですが、皆様の


お役に立てるように、頑張っていきたいと思います。　　　　　　松山





松山





今年一年お世話になりました。経済的に厳しい状況が続きますが、元々、この状況が普通なんだと思えば、何か見えてくるものがあるのではないかと・・・。


　　　　　　　　　　　坪久田





イラストテーマは、ＮＨＫ大河ドラマ『龍馬伝』にちなんで「私が尊敬する歴史上の人物は･･･？」です。
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